UL Japan 電波法「登録証明機関」業務範囲／第8号
特定小電力機器 体内埋込型医療用データ伝送

	試験項目
	技術基準等

	割当周波数または指定周波数
[平成23年 総務省告示第507号(平成22年 無線設備規則 告示第212号)]
[電波法施行規則 告示第42号]
	402MHz～405MHz、401MHz～402MHz、405MHz～406MHz

	周波数の偏差 （×10-6） 

	100


	占有周波数帯幅の許容値
[平成18年 無線設備規則 告示第659号]
	401MHz～402MHz、405MHz～406MHz：100kHz
402MHz～405MHz：300kHz 
(占有周波数帯幅に周波数偏差を加えた帯域が各周波数帯域内にあること)

	スプリアス発射の強度の許容値
[無線設備規則 別表第三]
	401MHz～402MHz、405MHz～406MHz：
　搬送波から±50kHz以上：20dBc

　402MHz～405MHz：1nW以下（EIRP）

　1GHzを超える：1μW以下(EIRP)

　その他の周波数：250nW以下(EIRP)

402MHz～405MHz：
搬送波から±150kHz以上の周波数範囲：250nW以下(EIRP)
(体内無線設備は人体部位表面において輻射されるものとする)

	通信方式

[電波法施行規則 告示第42号]
	401MHz～402MHz、405MHz～406MHz：単向通信方式、単信方式、複信方式又は同報通信方式
402MHz～405MHz：単向通信方式、単信方式又は複信方式の無線設備であって、体内無線設備と体外無線制御設備又は受信設備との間で無線通信を行うものに限る。

	空中線電力
[電波法施行規則 告示第42号]
[無線設備規則 第十四条1項表]
	指定値 ： 25μW (EIRP)
偏差　　： ＋20%　　－50%(401MHz～402MHz、405MHz～406MHzは下限なし)


等

	価等方輻射電力　　4ｎW以下(人体部位表面より)
	
	キャリアセンス
[無線設備規則 第四十九条の十四]
	体内無線設備、体外無線設備の場合

体外無線制御設備の制御により電波を発射するものであること(急を要する場合、医療用遠隔計測用システム及び体外無線設備を使用して通信を行う場合を除く)

体外無線制御設備、体外無線制御設備の制御により電波を発射する体内無線設備又は体外無線設備以外及び401MHz～402MHz又は405MHz～406MHzの体内無線設備又は体外無線設備のうち等価等方輻射電力が250nWを超える設備の場合
①

キャリアセンスは、次式に示す受信入力電力の値以上の他の無線局等の電波を受信した場合、当該受信した周波数帯域における電波の発射を行わないものであること。 
ただし、401MHzを超え406MHz以下の全ての周波数帯域において、次式に示す受信入力電力の値以上の他の無線局等の電波を受信した場合は、当該受信入力電力が最低値となる周波数帯域において、電波を発射することができる。
10logB-150+G(dBm)
B：　通信状態における最大輻射帯域幅(Hz)
G：　受信空中線絶対利得(dBi)

②

キャリアセンスの受信帯域幅は、最大 輻射帯域幅の値以上であること。

③
④

⑤
キャリアセンスにおける受信時 間は10ミリ秒以上であり、かつ、402MHzを超え405MHz以下の全ての周波数におけるキャリアセンスの掃引繰り返し時間は5秒以下であること。
通信中に他の無線局からの混信により、正常な通信ができない場合に備え、代替チャネルを最初の通信接続時に選択する機能を有することができる。

代替チャネルは、①から③までに規定するキャリアセンスを行つて選択されるものとし、代替チャネルにより送信する場合は、送信前に再度キャリアセンスを行うものとする。この場合において、そのキャリアセンスの受信入力電力は、代替チャネルの選択時におけるキャリアセンスの受信入力電力に比べ六デシベル以上高くなってはならない。

	通信中断による送信停止機能

	通信接続時間が5秒以上中断された場合は、送信を停止するこ と 


	送信時間制限装置
	401MHz～402MHz、405MHz～406MHz：
1時間当たりの送信時間の総和が3.6秒以下であり、かつ、1時間当たりの送信回数が100回以内であること。ただし、人体又は機器の異常等に関して急を要する通信にあっては、この限りでない。
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